
区分 概要 関連文化財

熊野三山を構成する三神社の一つ 八凰烏（やたがらす）神事

熊野独特の建築様式を保つ神社建築群 御竃木（みかまぎ）神事

湯登（ゆのぼり）神事

巨右崇拝に起源し、熊野三山を構成する三神社の一つ 熊野速玉祭（はやたままつり）

神木（しんぼく）として丁重に扱われてきた老樹 熊野御燈祭（おとうまつり）

滝崇拝に起源し、熊野三山を構成する三神社の一つ 那智の火祭（ひまつり）

熊野独特の建築様式を保つ神社建築群 那智の田楽（でんがく）

滝に出現した観音を本尊とする寺院 那智山（なちさん）旧参道の杉並木

観音巡礼（かんのんじゅんれい）の霊場である寺院の大型木造本堂 那智の樟（くす）

尼僧（にそう）が建立した大型石塔 ヤマザクラの名木

古代から信仰の対象とされてきた日本一の滝 枝垂（しだれ）ザクラ

神域として保護されてきた原始林 モツコクの大樹

イヌグスの大木

中世行幸啓御泊所跡（ぎょうこうけいおとまりじょ）

滝見堂（たきみどう）跡

亀山天皇御卒塔婆建立地跡（おんそとばこんりゅうち ）

花山（かざん）法皇御籠所（おこもりじょ）跡 

山上不動堂（さんじょうふどうどう）跡

金剛峯寺の鎮守（ちんじゅ）である神社及び仏教施設の遺跡と参詣道 石造五輪卒塔婆（ごりんそとば）群

高野山地域の地主神（じぬしがみ）及び他地域から勧請（かんじょう）さ
れた神々を祀る神殿

神殿の前の大規模な木造楼門

真言密教の山上修行道場として創建された金剛峯寺の境内地

金剛峯寺の創建以来の中心地

金剛峯寺山王院（さんのういん）本殿 金剛峯寺の鎮守として勧請された地主神を祀る神社

金剛峯寺不動堂（ふどうどう） 皇族によって建立された山上祈願所の遺構 高野槙（こうやまき）の純林

金剛峯寺を創建した僧空海の廟（びょう）所を中心とする地域 奥の院の大杉林

金剛峯寺奥院経蔵（きょうぞう） 有力武家が母親の供養のために寄進した経典の収蔵庫 禅尼上智碑（ぜんにじょうちひ）

佐竹義重霊屋（さたけよししげれいおく） 地方の有力武家の木造霊屋 豊臣家墓所

松平秀康（まつだいらひでやす）及び同母（どうは
は）霊屋

地方の有力武家の石造霊屋 高麗陣（こうらいじん）敵味方戦死者供養碑

上杉謙信（うえすぎけんしん）霊屋 地方の有力武家の木造霊屋 武田信玄・武田勝頼墓地

金剛峯寺の正門である大門を中心とする地域 崇源（すうげん）夫人五輪（ごりん）石塔

金剛峯寺大門 金剛峯寺の正門である巨大な木造二重門 普賢院四脚門（ふげんいんしきゃくもん）

不動院書院

常喜院校倉（じょうきいんあぜくら）

天徳院庭園

宝善院（ほうぜんいん）庭園

金剛三昧院経蔵 日本の伝統的な倉庫形式を保つ経典（きょうてん）の収蔵庫 石造五輪塔（ごりんとう）

金剛三昧院四所明神社（ししょみようじんしゃ）本殿 高野山の鎮守を勧請した神社 石造多層塔（たそうとう）

金剛三昧院客殿（きゃくでん）及び台所 参詣者の応接と宿泊のための建造物

青岸渡寺（せいがんとじ）

那智大滝（なちのおおたき）

霊
場
　
高
野
山

丹生都比売（にうつひめ）神社

金剛峯寺（こんごうぶじ）

丹生都比売神社本殿

丹生都比売神社楼門（ろうもん）

〈金剛三昧院（こんごうさんまいいん）地区〉

熊野本宮大社(くまのほんぐうたいしゃ )

熊野速玉大社（くまのはやたまたいしゃ）

熊野那智大社（くまのなちたいしゃ）

<世界遺産の登録資産と関連文化財>

熊野川の中洲（なかす）に位置する熊野本宮大社の旧社地及び付属
寺院の遺跡

登録遺産

熊野本宮大社社殿

熊野本宮大社旧社地大斎原（おおゆのはら）

霊
 

場
 

熊
 

野
 

三
　
山

金剛峯寺
［大主殿（だいしゅでん）・奥書院（おくしょいん）・経蔵（きょうぞう）・鐘
楼（しょうろう） ・真然堂（しんぜんどう）・護摩堂（ごまどう）・山門（さん
もん）・会下門（えかもん）・かご塀（べい）

観音の浄土「補陀落山」に渡海する信仰の拠点であった寺院の遺跡

〈伽藍（がらん）地区〉

那智原始林（なちげんしりん）

熊野速玉神社のナギ

熊野那智大社社殿

青岸渡寺本堂

青岸渡寺宝篋印塔（ほうきょういんとう）

補陀洛山寺（ふだらくさんじ ）

〈奥院（おくのいん）地区〉

〈大門（だいもん）地区〉

有力武家出身の女性が夫と子の山上菩提所（ぼだいしょ）として建立し
た寺院

金剛三昧院多宝塔（たほうとう）
真言密教の思想を凝縮（ぎょうしゅく）した多宝塔の発祥の地高野山で
も最古の多宝塔



区分 概要 関連文化財

徳川幕府の将軍の霊屋を中心とする地域

金剛峯寺徳川家霊台 徳川幕府の初代・二代将軍のための装飾華麗な木造霊屋（れいおく）

金剛峯寺の宗務（しゅうむ）上の中心地である本坊（ほんぼう）がある地
域

金剛峯寺の山下政所（まんどころ）として創建された寺院

慈尊院多宝塔

金剛峯寺の山下政所の鎮守として勧請された神社

地主神及び地方から勧請された神々を祀る神殿

吉野・大峯と熊野三山を結ぶ修験者の修行の道

本宮旧社地を望む熊野川岸の丘陵にある経塚の群集遺跡

熊野三山への参詣者が数多く通行した道 近露（ちかつゆ）の宝塔

野中（のなか）の獅子舞

野中の一方杉（いっぽうすぎ）

熊野本宮大社近くにある湯垢離（ゆごり）の場

大日堂（だいにちどう）の石仏

磨崖名号碑（まがいみょうごうひ）

滝尻（たきじり）王子跡 高原熊野（たかはらくまのじんじゃ）神社

大門（だいもん）王子跡 浜王子跡（はまおうじあと）

十丈（じゅうじょう）王子跡 佐野王子跡（さのおうじあと）

近露（ちかつゆ）王子跡 市野々王子跡（いちののおうじあと）

比曽原（ひそはら）王子跡

継桜（つぎざくら）王子跡

中川王子跡

湯川王子跡

猪之鼻（いのはな）王子社跡

発心門（ほっしんもん）王子社跡
　附南無房（なむぼう）堂跡

水呑（みずのみ）王子跡

伏拝（ふしおがみ）王子跡

祓殿（はらいど）王子社跡

湯峯（ゆのみね）王子社跡

浜の宮王子社跡

多富気（たふけ）王子跡

高野山と熊野三山を結ぶ参詣道

紀伊半島西岸を通る参詣道

伊勢神宮と熊野三山を結ぶ参詣道 一遍上人名号建立之地（いっぺんしょうにんみょうごうこんりゅうのち）

高野山下の慈尊院から高野山奥院に至る参詣道

登録遺産

京都と熊野三山及び熊野三山相互を結ぶ最も主要な参詣道中辺路（なかへち）

金剛峯寺

〈徳川家霊台（とくがわけれいだい）地区〉

〈本山（ほんざん）地区〉

慈尊院（じそんいん）

霊
場
　
高
野
山

慈尊院
［築地塀（ついじべい）（西門含む）・北門］

慈尊院弥勒堂（みろくどう） 本尊である弥勒仏（みろくぶつ）坐像を安置する本堂

中世行幸御宿泊所（ちゅうせいぎょうこうおんしゅくはくしょ）本宮竹の
坊屋敷跡

熊野本宮大社と熊野速玉大社を結ぶ「川の参詣道」（熊野川）

大峯奥駈道（おくがけみち）

備崎経塚群（そなえざききょうづか）

熊野参詣道（くまのさんけいみち）

丹生官省符神社（にうかんしょうふじんじゃ）

丹生官省符神社本殿

伊勢路（いせじ）

高野山町石道（ちょういしみち）

参
　
　
　
詣
　
　
　
道

小辺路（こへち）

参詣道沿いに点在し熊野三神の御子神（みこがみ）（金剛童子（こんご
うどうじ））を まつる社殿と仏堂の遺跡

（王子
（おうじ
）跡）

大辺路（おおへち）

（湯峯（ゆのみね）温泉）
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